
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日ではなく、今日 
 

校長 小野満 賢 
 

娘が小さいころ、走り回ってよく転んでいたので、彼女が外に出かけ

る時に私は必ず「転ばないようにね。」と付け加えて送り出していました。

それを娘はお出かけの時に使う言葉として覚えたらしく、早起きして私

の出勤の時間に間に合うと、玄関先で「パパー、いってらっしゃーい。

ころばないようにねー。」と、それはそれは近所に響き渡る大きな声で送

り出してくれていました。近所じゅうに『あの家のお父さんはよく転ぶ

らしい』と思われていたに違いありません。時が流れ、次第に玄関先ま

でかいがいしく出てきて見送ってくれるのは愛犬だけになってしまいま

したが、それでも今一人で暮らし、無言で家を出る日々を送っていると、

家の人の「行ってらっしゃい」という言葉は、たとえ奥の台所から聞こ

えてきたとしても、なかなかありがたいものだったなと思います。生徒の皆さんもいずれ島を離れ、一人で暮

らすようになって初めて、家族にしてもらった多くのことが当たり前のことではなく、ありがたいことなのだ

と感じるのかもしれません。 

 「行ってらっしゃい」は、おがさわら丸が出港する際に、私たち島民がよく使う言葉です。離岸する船の上

から放り投げられたレイが波間を漂って岸に流れ着いたら、もう一度この島に戻ってこられると言い伝えら

れていますが、「行ってらっしゃい」自体にも「また戻ってきてね」という願いが込められています。「言霊」

（ことだま）という言葉は皆さんも聞いたことがあると思いますが、日本人は古くから、言葉には霊が宿って

いて、言葉にあらわすと、その霊のもつ力が働いて実際に実現すると考えられてきました。日常的にポジティ

ブな言葉を使っていると前向きで明るい気持ちになれるというのはその考えに基づいています。「行ってらっ

しゃい」には、時に命がけで出かける人を、送り出すだけではなく、「きっと無事に戻ってきてください」と

いう思いが込められているのだそうです。「さようなら」を表す言葉はどこの国にもたくさんありますが、無

事に戻ることへの願いも込めた「行ってらっしゃい」にあたる言葉は英語をはじめ、他の国には見当たらない

のだそうです。そう考えると「行ってらっしゃい」は深い意味をもつ言葉だなと改めて思います。 

 この「行ってらっしゃい」のひとことを故人と交わした最期の言葉として大事にしている人もいます。また、

そのひとことをきちんと伝えられなかったと悔やんでいる人もいます。 

昨年２月、私の故郷・岩手で、震災の起こった３月１１日を「東日本大震災津波を語り継ぐ日」とするとい

う条例が制定されました。あの震災を風化させずに、悲しみと教訓を永遠に語り継ぎたいと地元の岩手日報と

いう新聞社が、３月１１日を、「大切な人を想う日」にしたいと考えたことがきっかけだったそうです。２０

１８年から始まったこの運動に、多くの賛同と署名が集まり、議会を動かし、震災１０年目を迎える年に条例

の制定にこぎつけることができました。 

岩手日報は言います。大切な人と、今日話そう。「ごめん」を伝えられずに会えなくなったら、一生後悔す

ることになるから。大切な人と、今日話そう。「いってらっしゃい」を言わなかったことを、ずっとひきずっ

てしまうから。大切な人と今日話そう。年月が経つと、声を思い出すことが 難しくなってしまうから。大切

な人と、今日話そう。朝、出かける我が子と話すのが最後になると、わかる人はいないから。些細なことでも、

ひと言でも、電話でも、メールでもいい。大切な人と、今日、話そう。今日話さなくても明日はきっとくるだ

ろう。でも１０年前の今日は、明日が来るのは当たり前ではないと知った日だから。あの日起こった無数の後

悔を、少しでもなくすために、３月１１日を、大切な人と話す日に。（参照 https://www.iwate-

np.co.jp/content/taisetunahito-omouhi/） 

新年が明けました。「いってらっしゃい」も心を込めて、「ありがとう」も「ごめんなさい」も、いつかでは

なく、明日ではなく、今日のうちに。後悔のない１日を積み重ねていきたいと思います。 

結びに、「最後だとわかっていたなら」（作：ノーマ・コーネット・マレック、訳：佐川 睦）を紹介します。 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 

変更になりました 
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地域学校保健委員会 
 

養護教諭 野田 さくら 
 

１１月３０日（火）に地域学校保健委員会による講演会を開催しまし

た。今年度は、講師に桐川 勲様（小笠原村教育委員会教育長）をお招

きし、「多様な性の理解」についてお話しいただきました。 

「性」の捉え方には４つの視点があることや、「LGBTIQA」などの言葉

の理解など、「様々にある、多様な性」について考えることができる時

間となりました。「性」には、グラデーションがあります。それは LGBT…

となど、名前にはできない流動性を表しています。自分には関係ないと

思わず、一人一人が当事者意識をもつことが大切です。 

「みんながノーマル」それが普通である世界になるように、学ぶこと

ができた大変貴重な機会となりました。 
 

バドミントン部強化練習 
 

バドミントン部顧問 野内 由紀子 
 

 １１月２７日（土）から２９日（月）に「多摩・島しょ習慣定着促進事業バドミントン強化練習」が行われ、

２０１２年に行われたロンドンオリンピックで、バドミントンダブルス銀メダリストに輝いた藤井瑞希さん

とコーチの小山季絵さんよりご指導いただきました。今年も生徒に合わせたメニューを藤井さんは考えてく

ださり、１人１人丁寧にアドバイスしてくださいました。様々な練習内容に生徒は積極的に取り組み、この３

日間を通して大きく成長することができました。小

笠原村教育委員会をはじめ、このような機会を作っ

てくださった関係の皆様に感謝申し上げます。 
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令和３年度 学校評価アンケート集計結果 
 

副校長 坂本 司  
 

小笠原中学校の教育活動のさらなる充実を目指し、今年度も「学校評

価アンケート」を実施し、保護者の皆様にご協力いただきました。ご多

用の中、全家庭からご提出をいただきました。大変ありがとうござい

ました。以下に数値の結果をご報告いたします。 

 また、「昨年度より改善された点、良くなったと思われる点」「まだ

努力を要すると思われる点、改善に向けて努力してほしい点」につい

てもご意見をお寄せいただきました。３月の保護者会で、改めてご報

告させていただく予定です。 

 質問内容 A B C D E 

1 
学校だよりや保護者会等を通じて、学校や学級の方針

をわかりやすく伝えている 
62 35 3 0 0 

2 
学校だよりや学級だよりを通じて、学校や生徒の様子

等、いろいろな情報を発信している 
57 40 2 0 2 

3 
保護者会や面談等、保護者の方に来校していただく機

会は、適切な時期・内容で設定されている 
51 43 6 0 0 

4 
教員は教科指導や生活指導等、教育活動全般に熱心に

取り組んでいる 
51 45 2 0 3 

5 
教員は、生徒が授業内容を理解できるよう、指導方法

や教材研究等、授業改善に取り組んでいる 
26 42 6 0 26 

6 
学習指導全般において、基礎・基本の定着に努めている 

 
32 45 8 0 15 

7 
生徒が主体的に学び、考えられるよう、授業を工夫して

いる 
22 46 8 0 25 

8 
１年間の学習をまとめた学習ファイル（通知表、学習の

手引き、定期考査計画結果等）は効果的である 
34 42 8 0 17 

9 
生徒の学習状況や成果（評価）を、通知表や定期考査結

果等を通し、適切に伝えている 
54 38 6 0 2 

10 
英会話能力を高めるために、ネイティブイングリッシ

ュティーチャーによる授業など、授業を工夫している 
52 40 2 0 6 

11 
総合的な学習の時間等で小笠原の特徴を生かし、地域

と連携した活動が進められている 
63 26 0 0 11 

12 
生徒の道徳性が高めるために、全教員で道徳授業に取

り組むなど、授業を工夫している。 
32 43 0 0 25 

13 
授業の中で、情報教育（情報モラル教育・操作指導・情

報の取捨選択等）を進めている 
26 49 2 0 23 

14 
11 月配布の授業改善推進プランをご覧になりました

か。（A：見た B：見ていない） 
66 34    

15 
日頃から日常生活のマナーや社会のルールについての

指導が行われている 
46 35 5 0 14 

16 
防災や防犯、交通安全などの安全指導が、避難訓練など

を通じて適切に行われている 
48 43 2 0 8 

17 
生活指導上の諸問題（いじめ等を含む）に対して適切な

指導が行われている 
37 42 3 2 17 

18 
生徒の自主性や主体性を養うために、学校行事や生徒

会活動や部活動に学校は取り組んでいる 
48 37 6 0 9 

19 
学校施設は整備され、教育環境が整っている 

 
32 55 9 0 3 

20 
教職員は保護者に丁寧に対応し、いつでも相談できる

雰囲気がある 
71 25 5 0 0 

21 
学校ホームページを活用している（見たことがある） 

 
14 38 42 6 0 

22 
学校 Facebookを活用している（見たことがある） 

 
22 34 26 12 6 

 

 

A：そう思う 

B：どちらかといえばそう思う 

C：どちらかといえばそう思わない 

D：そう思わない 

E：答えられない、わからない 

（表の数値は％です） 



 

 

第２学年 職場体験学習 
 

第２学年担当 佐々木 若葉 
 

 第２学年では、１２月６日（月）から８日（水）の３日間、職場体験学習を行いました。１学年時に働く人

のお話を聞く機会を設けたり、身近な大人に仕事についてのインタビューを行ったりしてキャリア学習を行

い、今年度は履歴書の作成や事前訪問など実際の職場で体験させていただく準備を進めてきました。 

３日間の体験を通して、生徒たちは働く上で身に付けるべきことや社会人としてのマナーなど、様々なこと

を学ぶことができました。また、事業所の方に伺ったお話やインタビューをさせていただいたことから、お仕

事をする上で大切になさっていることや、やりがい、大変さなどを学ぶことができたと思います。今年度も多

くの事業所の皆様に快く受け入れていただき、お陰様で大変有意義な体験をさせていただきました。また、期

間中、島のあちこちで多くの皆様から、中学生の職場体験を見守り支えていただいたことで、３日間の体験を

無事に行うことができました。この場をお借りして御礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

【今回ご協力いただきました事業所の皆様】 

小笠原生協、 海遊、 海上保安署、 水産センター、 トマトン、 小笠原レオニド株式会社(天文台)、 

小笠原ダイビングセンター、 ダイビングサービス ウラシマン、 INNこうもり亭、 ホテル PAT INN、 

パパス・アイランドリゾート、 アイランド・デリ、 ローカルベーカリー、 海上自衛隊父島基地分遣隊、 

小笠原村立父島保育園、 ハートロック・ヴィレッジ、 小笠原整備工場、 小笠原海洋センター、 

小笠原村社会福祉協議会ちびっこクラブ、 小笠原診療所・太陽の郷                  （敬称略） 

 

 

 
 

１月の行事予定 
 

 

１日（土）元日 成人式 

１０日（月）成人の日 冬季休業日終 

１１日（火）始業式 安全指導 発育測定 職員会議 

 自転車安全点検 ⑤⑥百人一首大会 

１２日（水）食育講話 避難訓練 職員会議 

１３日（木）役員会・各種委・中央委 ＳＣ勤務 

１４日（金）お弁当の日 職員会議 

１７日（月）生徒会朝礼 

１８日（火）ロードレース大会前健診 

１９日（水）芝生の日 小中連携の日 ５時間授業 

２０日（木）展示準備 

 
 

 

２１日（金）職員会議 

２３日（日）ロードレース大会 土曜授業日 

英語検定（一次） 

２４日（月）振替休業日 

２５日（火）学校朝礼 学校公開・展示始 

２６日（水）職員会議 

２７日（木）各種委・中央委 ＳＣ勤務 

２９日（土）土曜授業日 学校公開・展示終 

      １・２年総合発表会（弁当持参、振り 

返り学習後１３：３０生徒下校） 

３０日（日）ロードレース大会予備日（予備日に実 

施の場合は３１日（月）を振替休業日） 

 


